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4. 経喪経肝肉眼造影法を用いた Pitress訟の門援
圧に対する効果について
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(昌的) PTP を~用して末梢より Pitressin を静注
し門脈圧の変北をみた。(方法と対象)対象は肝硬変症2
例である。 X線透視下に PERT4.1Fのカテーテノレ先
端を円底本幹に蜜置し，毎分河牒圧，動膝庄，脈拍数を
測定した。左肘静脈より Pitressin20 uを5%ブドウ
轄 200mlに混ぜて各々18分， 16分で静注を完了した。
(結果) 2例とも点滴開始後 3分以内に各々270→205m認
証20，350→250mmH20と約35%の減圧がみちれ， その
効果は各々40分， 80分間持続した。その間初期に動脈庄
の上昇と脈拍数の減少がみられ，その効果は十分と思わ
れた。末梢より注入する Pitressinの最遥量や， n干・腎
機龍と効果持続期間との関係等を今後さらに挨討する予
定である。 
5. 	 リニア電子スキャンによる特発註門JlJRff元造症の
診断
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我々は超音波録における丹脈fE充進症の診新む緯
腫，牌同部の牌静脈および、分枝の窪の増強所晃を参考に
している。超音設検査による碑腫橡は，血管造影あるい
はシンチグラフィーにおける辞麗と良く相関したが，同
脈圧とは必ずしも相関は示さない。むしろ円駿圧とは，
河原系の径の増強が良く相関した。また， s卑静脈系の蛇
行，および shortgastric vein，coronary vein，その
抱の担.rJ高血行路を， detectすることも可能であった。さ
らに 14回肝臓学会で報告したように，超音波検査によ
る肝表冨及び辺縁像辻，肝硬変症の高率な診断が可能で
あった。故に，持発性問訴圧充進症の診断に， リニア電
子スキャンは，非侵襲的かっ再現性がある利点、と共に，
有用であると考える。 
6. 衝後再出血を来たした金造静脹謹の 1 5:会験吾:~
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痘例詰， 36歳の女性。主訴;土佐下車。昭和46年10月，
千葉大第二外科で，食道静駅濯にて，食道離断擬，接噴
門側副血行路郭?青街兼稗易立術を撞行。更に昭和 49年 1
月，腹壁薮痕ヘルニア立て，根治衛兼盛門成形需を行っ
た。衛後経過は良好であったが，昭和52年12月訪日頃よ
予下車あ歩，翌1113夜に吐車し，某医入院。 12日に某医
より当科に転読。入院後，意識辻半昏睡状で，アンモニ
アが高く，貧血を呈していた。当百， Sengstaken-B1・ 
akemore tube を揮入し， Monilacの胃内，高圧潰腸
を毎日 3回施行し，入読後 413目には，アンモニアも下
降し，意識は明瞭となり， 6 13自に tubeを抜去した。
街前レントゲン，内視鏡検査にて，赤色諦を呈する食道
静献癌がみとめられ， ICG8%，NH368μg/dl，援水
〈ー)， α-feto(ー〉であり，昭和53年 1月25日，左関腐
による経絢的食道粘膜離新様兼傑副血行路郭清を行っ
た。得後経過辻良好で， 2月17日，軽2決退読した。現在
まで，吐下血なく，外来通説中である。 
7. 経度経肝食道静脈藩閉塞術を施行した肝硬変誼の 
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患者は35歳男性。昭和50年 5月填よ担顔面浮題，援水
出現。昭和51年 2月腰部より出血。当読外科にて麿静脹
結去年第を撞行。その時韻床的に肝硬変と診断。以後外来
治療していたが，黄痘腹水辻持続。昭和53年 4月 3日大
量吐車にて入説。食道鏡にて食道静脈癌からの出血を確
認。経皮経肝食道静JI言語関塞衝にて Coronaryveinを
関塞し止血しえた。需塞後 513目食道鏡再議。静脈癌の
数の減少，隆超の軽減が認められた。 7月3日静脈癌院
塞の確認のため PTP施行。豆tor Lt Gastric vein 
の遮断像が認められ閉塞を確認。 7カ足後の現在まで再
出血なく経過頴諒である。 
8. 	 内視鏡所見から見た食道静寂濯の手街適応
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手街遥応を考える上から最も重要拐されるのは出車と
の関連である。教室に於げる食道静脈癌症鍔 183例につ
いて内視鏡所見，特に色調， 形態， Grade分類と出血
との襲係を検討した。色調については門脈外科内視鏡暫
定基準による赤色静膝癌 (Cr)の出血頻度が高い。赤色
調は，静寂癌表面の浅在性の結車管の拡張橡を反映する
